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右の QR コードをスキャンして登録してね。 

大切なお知らせやイベント情報なども得られるよ。 

よかったら友達登録してみてね♡ 
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令和 2年度の要望書の回答をいただきましたので、父母の会関連分を紹介させていただきます。 

 

 

「豊橋障害者（児）団体連合協議会 要望書」についての回答 

要望事項 回答 

豊障連要望 

１．新型コロナウイルス感染症治療にお

ける障害児者への配慮をお願いします。 
 
●障害児者や家族が感染した場合、軽症、無

症状なら自宅療養を選択でき、容態の確認が

行われ、重症化への対応に手遅れが無いよう

にしていただく事が望まれます。その場合、

豊橋市保健所、医療機関と連携出来るよう、

障害児者本人に関わる支援者等の協力をお願

いしたく、そのことを行政からも働きかけて

ください。 
●更に重症化の場合、障害に理解がある医療

機関への入院要請や家族の付き添いの許可を

求めます。しかし、付き添い不可や家族に事

情がある場合などは、障害児者本人をよく知

る支援者等による病院への定期的な病状確認

などもお願いしたく、行政からも働きかけを

お願いします。 
●また、ワクチンが将来開発され、予防接種

が、ハイリスクな方から優先的に始まると考

えられますが、障害児者もその対象者として

配慮をいただけるようにお願いします。 
『障害、難病を持って生を受ける事には確率

があります。たまたま確率から外れた大多数

の方は健常に生まれてきたのです。人ごとで

はないのです。大切なのです。みんなで守ら

なくてはなりません。』これは、難病の治療に

携わってきた現場の医師の言葉です。どう

か、この言葉の意味を今一度お考えくださ

い。 
 

【担当課：健康部健康政策課】 

 

 

 

 
・自宅療養者については、毎日保健所から

健康状態の確認の連絡をし、必要時には医

療機関へつないでいきます。 
 

 

 

 

 

・入院時の付き添いはできませんが、必要

時には病状をご家族へお伝えします。 

 

 

 

 

 

・ワクチン接種については、国が制度設計

しますので、国の指示に沿った運用となり

ます。 
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要望事項 回答 

豊障連要望 

２．全ての障害者にも対応した地域包括ケ

アシステムの構築を速やかにお願いしま

す。 

 
国が示す精神障害者のみならず、「全ての障 

害者にも対応した地域包括ケアシステム」を中

核市豊橋に於いて速やかに構築してください。 
また早期構築のためには、豊橋市障害者自立 

支援協議会の下に「ワーキンググループ」を立

ち上げて新たなる「専門部会」の設置も視野に

入れ、庶務担当課である障害福祉課が中心とな

って､他機関（医療・地域・教育・介護等）と連

携した「協議・検討の場」を設けてください。 
そして更に実効力ある「ネットワーク作り」の

ためにも、必要に応じて当事者や家族等にも声

掛けをしていただき、その想いが反映されるシ

ステムとしてください。 
 

 

【担当課：福祉部障害福祉課】 

 

 

精神障害にも対応した地域包括ケアシス

テムについては、健康増進課が構築支援事

業として、「保健・医療・福祉関係者によ

る協議の場の設置」、「アウトリーチ支援に

係る事業」、「措置入院者及び緊急措置入院

者の退院後の医療等の継続支援に係る事

業」、「精神障害者の地域移行・地域定着関

係職員に対する研修に係る事業」を令和２

年度に実施しており、協議の場について

は、「豊橋市健幸なまちづくり協議会精神

保健福祉推進部会」として開催されてお

り、当事者や家族会、障害福祉課も参加し

ています。今後は、その内容を自立支援協

議会へも情報共有を図りたいと思います。 

豊障連要望 

３．医療的ケア・強度行動障害に対応でき

るショートステイ及び児童発達支援や放課

後等デイサービス、生活介護、日中一時支

援事業の設置・増設をお願いします。 

 
 

豊橋市において、医療的ケア・強度行動障害に

対応できる福祉サービス種・事業所の数は少な

く、その他の福祉サービス種・事業所と比べて

の需要供給バランスの悪さは否めません。サー

ビスの必要な方は、毎年増え続けています。豊

障連でも、要望書等を通じて多岐にわたり設

置・増設をお願いし続けていますが、行政や医

療機関及び民間の事業所での対応数に大きな変

化（増加）はありません。 
 今後も豊橋市として、事業者等に医療的ケア

は日常生活に必要な行為であることや強度行動

障害の方の生活の様子も含め、サービスニーズ

数の把握と周知に努めると共に、サービス提供

を開始しようと考える事業所に対し、現行の補

助金の説明や必要に応じて新たな補助・助成金

等の開設を行うなどして設置・増設の肩入れを

お願いします。 
特に、ショートステイの利用は緊急時が多い

 

【担当課：福祉部福祉政策課】 

 

 

 

 

 

障害者自立支援協議会の「医療的ケアに

関するワーキング部会」において引き続き

協議を重ねながら、団体と連携・協力して

ショートステイに取組んでいただける事業

所の開拓に努めてまいります。 
障害者自立支援協議会において、実際に

強度行動障害者を支援することができる事

業所が増えるように、経験者から未経験者

や事業所間のフォローができる仕組みにな

どついて、検討していきます。 
 

↓次のページに続く 
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要望事項 回答 
のですが、市内の医療機関や福祉施設での対応

は、全くもってできていません。虐待等の対応

として、市長による「やむを得ない事由による

措置」や「緊急一時保護事業」がありますが、

要綱などを改正し、医療的ケア・強度行動障害

の方たちの緊急時にも対応することができれ

ば、現行の数の不足を補えると考えます。その

際も専門性の高い事業者が支援対応する時に

は、加算などの措置を追加していただければ、

協力する事業所も増えると思います。その経験

により標題の事業に着手する可能性も高まると

考えます。 
 

豊障連要望 

４．災害時に障害児者に配慮する項目をサ

ービス等利用計画に盛り込むようお願いし

ます。 
 
障害児者の福祉サ－ビスを利用する時には必

ずサービス等利用計画が必要です。障害児者

は災害時に服薬情報や人工呼吸器等の使用に

ついて、また感覚過敏等で避難場所が限定さ

れる等、様々な配慮が必要であると考えられ

ます。 
災害時に障害児者本人や周りが混乱しない

為に今後、サービス等利用計画を作成してい

る人に対して災害時の情報を纏める欄を設け

て頂き、災害時にスムーズに支援が出来る仕

組み作りをお願いします。 
 

 

【担当課：福祉部障害福祉課】 

 

 

 

サービス等利用計画に、災害時の情報を

まとめる欄の設置等について、自立支援協

議会の相談支援専門部会や相談支援事業所

連絡会等で検討を行います。（市で統一様

式作成を目指す。） 
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「令和２年度 各団体要望」に対する回答 

要望事項 回答 

豊橋市肢体不自由児（者）父母の会 

７．移動支援事業の利用対象者拡大および通

学、通園、通院に利用できるように制度の見直

しをお願いします。 

                   
移動支援事業は大変良い制度ですが、知的や精神

障害者の手帳所持者は移動支援アセスメントの結果

次 第 で誰 でも 利用で き る状 況で す。し か し

身障手帳所持者は、現行、体幹１・２級、下肢１級

以上しか利用できない状況です。必要に応じて身障

手帳所持者でも移動支援アセスメントを受けさせて

頂き結果によって対象者の拡大をお願い致します。 

身体の場合は介護保険対象者（制度がない）の利

用が多く見込まれ、介護保険対象者は除くというよ

うな年齢条件等を設ければ対象者は限定されると思

いますので早急に改善をお願いいたします。   

 

 

【担当課：福祉部障害福祉課】 
 

 

移動支援事業の身体障害者の要件につ

きましては、他市の状況の調査等を行う

などして検討します。 
通勤、通学等の利用については、基本

的には利用できませんが、家族等の入院

ややむを得ない事情による場合であれば

、通年かつ長期にわたる外出でも一時的

に移動支援の利用が認められる場合があ

りますので、障害福祉課へご相談くださ

い。 

豊橋市肢体不自由児（者）父母の会 

８．渥美線の主要な高師駅、大清水駅のバリア

フリー化を図って下さい。 
 
以前に要望書を提出させて頂いた渥美線南栄駅の

バリアフリー化については令和 2 年 3 月に改善され

ました。厚く御礼申し上げます。しかし乗降客が多

い高師駅・大清水駅は車いす利用者にとても使いづ

らい状況です。高師駅はスロ－プがなく駅員の補助

を長い間待たなければなりません。また大清水駅は

改札に階段があり、スロ－プは外に廻って鉄扉を開

けてもらう必要があります。その上、昇りも下りも

急な坂となっていて一人では昇り降りが出来ない状

態です。 
国の基本方針として一日平均乗降客が 3,000 人以上

いる駅はバリアフリー化するという目標があります

が、現在は人口減少の影響も有り両駅ともその基準

に満たされていない調査結果だとお聞きしていま

す。 
しかし車いす利用者は身体障害者だけでなくお年

寄りを含め増えています。スロ－プがなかったり、

急な坂道の昇り降りは誰かにお願いして補助しても

らうしかなく、大変不便でいやな思いをするので両

駅を利用しないと言う声を多く聞きます。また合理

的配慮の面からも十分ではないと思われます。 
渥美線は公共性が非常に高く、車いす利用者の利

便性を向上のためにも豊橋市としても是非改善に取

組んで頂けるようお願いいたします。 

 
【担当課：都市計画部 

都市交通課】 
 渥美線の主要駅におけるバリアフリー

化は、豊橋市としても必要性を認識して

おり、事業者である豊橋鉄道（株）にお

願いしているところです。 
高師駅や大清水駅は、国土交通省が定

めた「移動円滑化等の推進に関する基本

方針」に基づく１日当たりの平均的な利

用者数が３，０００人に達していないた

め、整備の予定は定まっておりません。 
高師駅や大清水駅をバリアフリー化す

るためには、共に多額の費用が必要とな

りますが、新型コロナウイルス感染症の

影響により、事業者の経営状況は厳しい

と伺っております。 
高師駅のバリアフリー化は、駅の全面

的な改修が必要であり、大清水駅につい

ても大規模な改修が必要であり、早期の

実施は困難であると伺っております。 

 いただいたご要望は、事業者へ伝えさ

せていただきます。 
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要望事項 回答 

豊橋市肢体不自由児（者）父母の会 

９．福祉タクシ－増車対策をお願いします。 

 
福祉タクシ－を以前より時々利用していますが、

近頃予約がとても取りづらくなっています。タクシ

－会社によると、福祉タクシ－は採算が合わず数社

が撤退していて、台数も減少している状況のようで

す。 
 障害児者やお年寄りは福祉タクシ－を利用する機

会が多いですが、利用したい時に利用できないのは

とても不便を感じます。補助金付与等福祉タクシ－

増車の対策を講じていただけますようお願いいたし

ます。 

 
【担当課：福祉部障害福祉課】 

 
 
福祉タクシー（ユニバーサルデザインタ

クシー含む）導入に係る補助制度につき

ましては、既に国、愛知県、豊橋市に助

成制度があり、本市では毎年5～10件程の

助成を行っています。また、撤退する事

業者もいますが新たに参入する事業者も

います。 

そのため、予約が取りづらくなってい

る理由が、一概に台数の減少とは言えな

いと考えます。利便性向上のため利用者

や事業者の声を聞きながら状況把握に努

めます。 

 

豊橋市肢体不自由児（者）父母の会 

10．りすぱ豊橋で時間単位・障害者専用レ－ン

設置をお願いします。 
 
りすぱ豊橋を時々利用させていただきありがとう

ございます。昨年度も要望させていただきましたが

、25ｍレ－ンに時間単位・障害者専用レ－ンを１レ

－ン（有料・１時間で可）設けていただきたいと思

います。昨年度の回答で25ｍレ－ンについては、常

時専用レーンを設けていないが、状況によっては柔

軟な対応が可能な場合もあり必要時ご相談ください

とありますが、現実には対応が難しいようです。 

障害者と健常者が同じレ－ンを利用する場合、ち

ょっとした事でもめたり、何かとトラブルになった

りすることが多々あります。他のプ－ルでは専用レ

－ンを設けている所も有ります。プ－ルは利用者全

員が気持ちよく利用させていただくためにもご配慮

よろしくお願いいたします。 

 

 

【担当課：健康部健康増進課】 

 

  
２５ｍプールについて専用レーンの常

時設置は規模的にも困難と考えていま

す。ただし、臨時的な設置であれば可能

な場合もございます。事前に健康増進課

に御相談いただき、こちらで施設担当者

と調整いたしますので、ご要望の日程を

一週間程度前にご連絡いただけると幸い

です。 

豊橋市肢体不自由児（者）父母の会 
11．防災・停電対策として人工呼吸器装着児者

の加湿器用ポ－タブル電源購入費用5万円助成

をお願いします。 

 
災害時の停電対策として、人工呼吸器使用に必要

な発電機等の補助金は令和2年4月より自家発電機及

び外部バッテリー等の購入代金に対して上限10万円

の補助金を新設していただき深く感謝申し上げます 

しかし10万円は人工呼吸器に常に付属して使用す

  
【担当課：福祉部障害福祉課】 

  
 
 

加湿器がないと乾燥することで痰が絡

む等の命の危険につながると考えますが

、人工呼吸器に比べると緊急性は低く又

加湿に関する代替の手法もあると考えま

す。 

 

↓次のページに続く 
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要望事項 回答 

る加湿器は含まれていません。加湿器にはポ－タブ

ル電源(蓄電池)が必要不可欠です。それがないと痰

がつまってしまい呼吸を十分にサポートすることが

できません。 

在宅で電源の必要な人工呼吸器等医療機器を常時

使用している重症心身障害児者は発電機や加湿器用

ポ－タブル電源（蓄電池）の確保は急務で、命に直

結する問題です。是非発電機の他に加湿器用ポ－タ

ブル電源(蓄電池)購入費用として5万円の補助金新設

をお願いいたします。県内豊田市では令和元年度よ

り、発電機とポ－タブル電源別々の補助金制度が制

定されていますのでよろしくお願いします。 

(標準価格:発電機12万、ポ－タブル電源6万円) 

(参考:豊田市災害時電源補助金・人工呼吸器用バッ

テリー20万円、発電機11万円、ポ－タブル電源等5万

円) 

よって、現段階において新たな補助金の

新設は考えておりません。しかし、少し

でも人工呼吸器使用者を支援できるよう

、現制度の自家発電機等の項目に含める

などの手法を検討したいと考えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 
 

*会員の皆さまからお寄せ頂いた市⾧、議⾧に対する 4 年度父母の会要望書の原案が出来ましたので 

紹介します。今後豊障連各団体と調整し要望書として提出していきたいと思います。 

 

令和 4 年度要望書                         3.7.15 

                           豊橋市肢体不自由児（者）父母の会 

1．小中学校の階段に昇降機設置のお願い 

・近頃地元の小中学校に通う身体障害児が増加していますが、小中学校は段差や階段が多く、車い

すや歩行器利用者は大変不便な学校生活を送っています。給食用エレベ−タ−利用は衛生上問題が

あり、現状人力による階段の昇り降り等個別に対処してくれていますが、根本的な解決には至って

いません。またとても危険で毎回不安な気持ちで昇降しています。身体障害児が安心安全、快適な

学校生活を送るためにも階段昇降機設置を是非お願いいたします。豊川市はデモ機を使い試してお

り前向きに検討中です。 

 

2.豊橋市民病院障害者駐車場の屋根設置のお願い 

・市民病院の大人用ベッドについては R3 年 5 月に設置していただき会員みんなが喜んでいます。

本当にありがとうございました。 

 障害者駐車場(車いす専用 6 台、歩行困難者用 25 台)の屋根は以前にも要望させていただきました

が、屋根の設置には支柱が必要で駐車台数減や視界が遮られ事故の危険が増すので難しいと回答を

いただきました。雨降りの時は屋根のある玄関前の乗降場所は非常に混雑し殆ど利用できません。

せめて車いす専用に屋根があれば車いす利用者は大いに助かります。障害児者の多くの方が市民病

院を利用されますが、支柱設置による台数減は已む得ないと考えます。視界が遮られる点について

は今まで他の駐車場でも事故発生等の話は聞きていませんので是非前向きご検討よろしくお願い申

し上げます。 

  

3.重度重複障害者の生涯学習支援体制の構築のお願い 

・近年文科省において、学校卒業後の障害者の生涯学習充実を支援策として掲げています。 

豊橋市においてはさくらピアで文化活動・スポーツレク等の講座などがありますが、もう一つ踏

み込んだ学びの場等を設けていただきたいと思います。 

重度重複障害者は文化活動等を体験する場合、介護者の支援があって始めて参加できます。それ

にはコミュニケーション能力が必要です。コミュニケーションは個々の状態によって違いますが、

昨今ではＩＣＴを活用することでタブレット端末の仕様・視線入力など様々なことが体験できます。

そのためには支援者の情報技術の理解をはじめ、本人の学習意欲や体験の場、使用モラルの分別も

必要となってきます。 

生涯学習が進んでいる地域では福祉サービスと絡めて事業所での学びの時間をもつ所もあるとお

聞きしています。豊橋市は SDGｓ(持続可能な開発目標)を推進しています。元々障害児の教育に慣

れている特支学校の退職教諭等を活用することで、学習の場を広げ、情報社会から障害者が置き去

りにされない街を作っていただきたいと思います。 
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4.交通助成券(5,000 円分)の選択内容追加のお願い 

・現在交通助成券(6 歳以上・5,000 円分)は電車、バス、タクシ−等の選択制になっているが、選択

肢の一つとして燃料券(ガソリン代等)を追加していただきたいと思います。 

 障害児者の場合、電車、バス、タクシ−等を利用しないで自家用車で移動することが多く交通助

成券が有効に活用されていない現実があります。ガソリン代として利用出来れば多少なりとも家計

の助けになります。横浜市、横須賀市等そういった対応をしている所もありますので是非ご検討お

願いいたします。 

 

5.日常生活用品・紙おむつ受給者にゴミ袋支給のお願い 

・日常生活用品の紙おむつは現在申請して 2 か月で 24 千円分が現物支給されています。紙おむつ

については、今までおしりふきや業者(薬局)の追加等いろいろ改善していただき感謝申し上げます。

紙おむつは取替え後可燃ゴミとして必ずゴミ袋が必要になります。そのゴミ袋の支給を是非お願い

いたします。岐阜県本巣市で既に実施(年間可燃ゴ 

ミ袋小 60 枚・20 入×3 セット)しています。 

                                                                          

6.指定福祉避難所の指定推進と受け入れ体制構築のお願い 

・今般「災害対策基本法」が改正され、令和 3 年 5 月 20 日に施行された。それに伴い「福祉避難

所の確保・運営ガイドライン」が改定された。 

 現在の福祉避難所は一次避難所に避難した人から福祉避難所に移る必要がある人を移しています

が移動による負担が大きなネックとなっている。また最初から福祉避難所を開設すると住民が殺到

し、混乱や運営への支障が生じる可能性が高い。 

今回の改定はそういった事を避けるために、市町村が障害児者や高齢者等受入対象者をあらかじ

め決め、特定した本人とその家族のみが避難する施設である事を明らかにしておく指定福祉避難所

制度が創設された。指定福祉避難所は災害発生時に直接避難も可能としている。 

 障害児者等は一次避難所で過ごすことができない場合が多く、指定福祉避難所に直接避難できれ

ば障害児者等が少しでも過ごしやすくなり、避難所生活に対応することは可能と考えられる。指定

福祉避難所の指定推進と受け入れ体制の構築を是非お願いいたします。 

                                         以上 
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 表題の件について⾧年要望を重ねて来ましたが、念願が叶い今年の 5 月に折り畳み式ベッドを設置し

ていただけました。ありがとうございました。 

 今まで各階に多目的トイレはあるものの大人用ベッドがなく、導尿やおむつ替えで利用したい時は看

護師さんに一声かけ、診察室のベッドを利用させていただいていました。診察が終わった後は声かけの

タイミングも難しく、なかなか利用しづらいものがありました。 

3F と言う事は有りますが、EV を降りたすぐ前であり、必要時に積極活用していただきたいと思います。                               

中神 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           
         

トピック

← たたんだ状態 

使用時⤴ 

← 使用時別角度 
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        第 20 回豊障連大会            3.6.27 あいトピア 

  

 曇り空のなか、第 20 回豊障連大会が６月 27 日にあいトピア多目的ホールでコロナの影響で人数制

限およびリモ－ト併用で、ご来賓 2 名(福祉部長、課長)と豊障連各団体 10 名程度、総勢 66 名の参加 

で開催されました。 

 最初に豊障連山下会長のあいさつがあり、引き続きご来賓から祝辞をいただきました。その後、前年

度評議員会、活動、決算報告、さくらピア運営状況等の説明、及び今年度の役員、事業計画、予算の議

案が承認されました。 

 第二部では視覚障害者ピアニスト・前川裕美氏の「夢見る力を信じて～ともに生きる未来へ～」のト

－ク＆コンサ－トです。 

幼小児から弱視であったが、3 歳から音楽教室に通い、6 歳で作曲を始めた。徐々に視力、視野を失

っていく中で、作曲理論を学び、高校の音楽科で様々なジャンルの音楽に触れ、舞台にも出演する。 

高校卒業後、単身渡米し、語学の習得、盲導犬との出会い訓練等を経て音楽大学に入学し、作曲・編

曲・声楽・ピアノを学び 6 年間の留学生活を終え、帰国後全国各地でト－ク＆コンサ－ト活動を開始。 

 そして今回の出演となったものです。 

  

参加者の方の感想文を紹介します 
<会場参加> 

6 月 27 日に豊障連大会に参加しました。2 部の記念講演、全盲の前川裕美さんのトーク&コンサー

トに感動しました。 

子供の頃全く目が見えないわけでは無かった為。病気に気が付かず不便さを抱え生きてきた事。網膜

色素変性症と言う病気がわかってからは、弱視の方々の生活の大変さ、病気の進行に伴う中途失明の辛

さを話して頂きました。 

1 番ビックリしたのは、弱視の状態だった高校時代に単身アメリカ留学を決意した事です。周りの人

達の反対しを押し切り行ったアメリカでの障害者への自然な接し方が彼女の人生を変えたそうです。 

 今、彼女は結婚してお子さんもいて、お母様やご主人の協力で、こうした音楽を通して自分の病気や障

害を知ってもらう活動をしてらっしゃいます。 

 目が見えていないのが嘘の様なキラキラした瞳と可愛らしい澄んだ声で唄う歌、そして時々出る関西弁

が印象的でした。                                 

尾崎博美 

<リモ－ト参加> 

オンラインの豊障連大会ありがとうございました。会長や部長など、顔を見ながら、話を聞けてよか

ったです。資料が手元にあればもっとよかったです。 

 コンサートは、生演奏、生の歌声、素敵でした。ありがとうございました。 

 来年はどちらも、あいトピアで大会に出席したいです。                

松井理恵 
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いろいろご苦労はあったと思いますが、それらを全然感じさせない前川裕美さんのとても明るくて前

向きな姿勢に、自分も見習わなくてはいけないと思いました。それと、お子さんと一緒に歌っている姿

がすごくほほえましくてすてきでした。いつかコロナが収まったら、今度はリモートではなく、豊橋に

来ていただいて、直接お会いして生演奏や生歌をお聴き出来たらいなあと思います。 

福井祐紀 

 

ピアノ弾き語りコンサートは演奏者の表情がよくわかり、透き通った歌声と息子さんとのコラボは素

敵でした。曲も今の疲れた気持ちを癒してくれました。第 1 曲目オズの魔法使いの「虹のかなたに」素

敵でした。彼女のこれまでのご苦労や目が見えなくなっていく恐怖などじっと聞いて身にしみました。

でもいつも大丈夫という持ち前の明るさを感じました。 

障害があると積極的になれなくなりますが、勇気を持って進むことは大切ですね。自分に障害があっ

ても周りの困っている方を見つけたら声をかけ、助けや応援につなげていこうと思います。 

お世話してくださった関係の方々有難うございました。遠く神戸からのピアノ演奏楽しかったです。 

                                          岩瀬秀子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

青い鳥郵便はがき寄付のお礼 

 

 

 

密を避けた形式の会場 リモートで出演された前川裕美氏 
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令和 3 年 7 月 3 日実施 

 

令和 3 年 7 月 3 日（土）、「東三ブロック父母の会児童部」「豊橋あゆみ学園」共催でオンライン講演会

を開催しました。 

講師に、昨年度まであゆみ学園で副園⾧をされていた理学療法士幾田眞千代先生をお迎えし、「私の

出逢ったこどもたち」と題してお話をして頂きました。 

昨年度同様 Zoom を利用しての開催となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演内容は、先生が理学療法士を目指すようになったきっかけ、大学病院での療育、小児に携わるこ

とになった経緯やあゆみ学園で出逢ったこどもたちの療育について、とても貴重なお話を聞かせて頂き

ました。 

質疑応答では、あゆみ学園へ通ってみえた当事者の参加者さんへ、先生から「久しぶりだね！！」 

「今はどうしているの？？」と声を掛けられる場面もあり、終始和やかな雰囲気で進められました。 

開催後に一人の参加者さんが声を掛けて下さりました。 

「幾田先生を講師に選んで頂きありがとうございました！！」と。 

こちらこそ、ご参加くださったみなさまへこの場を借りてお礼申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

以下、アンケートより抜粋して感想を掲載させて頂きます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

・久しぶりに幾田先生の声が聞けて嬉しかったです。娘も一緒に聞かせてもらいました。ありがとう

ございました。 

・幾田先生の過去を聞くのが初めてだったので新鮮でした。第 2 弾を期待します。 

・幾田先生から突然指名されてびっくりしました。お話が出来て嬉しかったです。 

・幾田先生のお話を聞けてとっても良かったです。 あゆみでリハビリを受けてスパルタだったけど、

ちゃんと子供の為になっていて良かったと思います。 

参加人数 41 名 

 

・講師             1 名 

・あゆみ学園コーディネーター  1 名 

・保護者            32 名 

・支援者            5 名 

・当事者            2 名 
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・幾田先生へ。 ありがとうございました。先生、私のことを覚えていていただきありがとうございま

した。私は人見知りだったけど、先生は一生懸命やってくれていました。自分のことを話せてよか

ったです。 

・幾田先生の貴重なお話をお聞きできて本当に良かったです。学校に来ていただいた際、幾田先生の

子どもたちの姿勢作りに対する熱い思いに、いつも感動していました。また、いろいろ教えて頂け

たら嬉しいです。 

・娘が 3 歳の時から、4 年間あゆみ学園に通わせて頂きましたが、療育・リハビリの両方ですごく手

厚く見て頂き、海水浴など家族ではできなかったことも沢山経験させて頂き、あゆみ学園で過ごし

た 4 年間は娘にとっても、私にとっても宝物です。 

・いつも真剣に向き合って下さっている幾田先生にあの時出会えたことは本当に幸福だったんだなと

思いました。今回の講演で幾田先生が、出会った子には誰一人同じ子はいないしその度に真剣に考

え試行錯誤してここまできたとおっしゃっていて、その生涯学ばれている幾田先生の姿勢に感動し

ています。ありがとうございました！！ 

 

 

幾田先生の貴重なお話をお聞きして!! 

幾田先生、講演会を準備していただいたスタッフのみなさん、貴重なお話を聞く機会をありがとうご 

ざいました。 

私はあゆみに通っていた当時、独歩で、そんなに重度の障害ではなかったです。また 20 年以上前にお

世話になったのです。しかし先生は私のことを覚えていてくださり、先生と zoom を通じて直接お話が

できました。嬉しかったです。 

私はあゆみに半年、その後は青い鳥に⾧年通っていました。今でも豊橋の整形外科の外来、リハビリ

に通っています。医師、理学療法士看護師さん等にお世話になっています。 

私は自分が障碍者だから、福祉の分野に興味があります。貴重な話が聞けました。先生が理学療法士

になった理由、あゆみのような疾患を持つ子供の施設に勤めるようになった理由を知ることができてよ

かったです。先生の"一人一人患者の症状が違う。皆に同じように治療しても、うまくいかない" という

言葉が印象に残っています。 

今後も病院関係者（医師、看護師、作業療法士等）、施設のスタッフの皆さんなど、福祉の分野で働

く方のお話を聞きたいです。本当は、直接先生にお会いして、お話を聞きたかったです。早くコロナが

収まって、あいトピアの講堂のような広い部屋で、講師、参加者が同じ部屋で集まって講演会ができる

ことを願っています。                                        

松井理恵 

 

 

＊他にもたくさんの感想を頂きました。ありがとうございます。 
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災害時の避難どうしますか？  もう一度確認しましょう‼ 
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【勤務先】 

豊橋ひかり乳児院、 

ちぎり寮 

  

 

【好きな事・好きな食べ物】 

犬と散歩、絵をかく・肉料理 

 

【趣味・得意な事】 

音楽、テレビ、ゲーム 

 

【がんばっていること、自己ＰＲ】 

仕事を一生懸命がんばっています。 

 

 

 

   

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 車のスイッチをガチャガチャやること・ 

 じゃがりこ、マックのポテト 

 

                             

 

 

直立保持 

 

 

 

 

【学校名・学年】 

くすのき特別支援学校 

中学部２年 

 

【好きな事】 
ダンス、お菓子作りなど 

【得意な事】 
 お母さんのお手伝い、 

身体障害者の姉のお世話 
【性格・みんなに言いたい事など】  
 お話し好きで明るくてとっても元気です！ 

【趣味】 
うちスパ！休日は４Rも‼（１Rあたり１h） 

 コロナ禍で得た趣味です。 
 
【がんばっていること、自己ＰＲ】 
 学校の小さな教壇にて、当番時の直立保持を

がんばっています。だんだんとバランスがと

れてきていますが、当番だと察すると逃亡し

ちゃいます。(笑) 逃げずにがんばります！ 
 

 

【通所施設・年齢】 

ワークショップ杜 

25 才 

 

【通所施設・年齢】 

しろがね・46 才 

 

 

 

 

 

【趣味・得意な事】 
喜劇鑑賞、ドライブ 

【がんばっている事・目標など】 

今は離れて暮らしていますが、津島市に妻と

二人の娘がいます。なかなか会えないのでド

ライブしながら会いに行きたいです 

【好きな物・今後の夢】 

（病気になる前）音楽鑑賞、 

車を見ること・会話、歩行が

できるようになること。 

【好きな事・好きな食べ物】 
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９月２４日（金）○ゆり組講座・こども発達センター 

９月２５日（土） 避難所講演会・さくらピア  

９月２６日（日） 野外訓練会・豊橋総合動植物園       

１０月 ９日（土） 心魂プロジェクト・オンラインデリパフォ 

１０月２３日（土）  愛肢連わいわいカーニバル・岡崎市中央総合公園  

１０月２４日（日） 豊障連体育祭・さくらピア （中止になりました） 

１１月 ７日（日） 東三ブロック療育訓練会 ロワジールホテル 

１１月１３日（土） ボランティアのつどい・さくらピア 

１１月１６日（火）～２１日（日）  豊障連文化祭・さくらピア 

１１月１８日（木）○父母の会Ｑ＆Ａ委員会・あゆみ学園 

１２月 ４日（土）○県心身協福祉大会・愛知県社会福祉会館 

１２月１９日（日） クリスマス会・あいトピア 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定は順次ご案内いたします。急な変更・中止となる場合がございます。ご了承のほどお願い致します。 

＜あとがき＞ 

・今回の表紙は大谷幸太郎さんの作品です。「トミカのミニカーが大好きで、最近のブームは〈カー

ズ〉です。ヤフオクでカーズ関連のミニカーが段ボールにいっぱい入っている画像を見てか?!毎日

『アレをかってくれ！』と矢の催促です。」と、コメントいただきました。素敵な作品をありがとう

ございます。 

・「父母の会ふれあい短期介護支援」「父母の会入院付添い支援」を活用しましょう。短期介護支援や

入院付添い支援は緊急時や入院時に見てもらう人がいないとき、同居以外の親族等にみてもらい、その

介護支援費用（1 日 4 時間以上・5,300 円）のうち 4,500 円を父母の会で負担するものです。使ってみた

いと思われた時、分からない事があった時には遠慮せずにご相談ください。会員の皆さまのご意見、ご

要望を受けてより利用しやすい事業にしていきたいと思っています。 

・父母の会相談員は中神達二、鈴木智江子、後藤久代、星川広江、磯田周平、尾崎博美、奥平久美子で

す。悩み事・心配な事、何でも気軽に相談してください。 

・原稿や感想文を寄せていただいた方には、クオカードをプレゼントしています。積極的に投稿をお願

いします。 

・新会員も大募集中です。隣近所でまだ父母の会に入会されていない方がありましたら是非ご紹介くだ

さい。手帳をお持ちであれば障害の種別は問いません。 

・年会費は￥2,000 です。年会費は振込みも出来ます。年会費がまだ納めてない方は下記の振込先に振

り込みをお願いします。（できるだけ同封しています振込用紙をご使用ください） 

ゆうちょ銀行  口座番号 00840-1-135126  加入者名  豊橋市肢体不自由児 ( 者 ) 父母の会         

ゆうちょ以外の銀行等からの振込の場合 ゆうちょ銀行:店番 089 口座番号 0135126 口座名:同上 

＜お願い＞                                             

・いろいろな行事について出席のご返事のあと変更になった場合は 中神 まで電話または FAX かメール 

にてご連絡お願いいたします。                                   

  TEL：0532-23-3217   FAX：0532-23-4830  E-mail：rsa34375@nifty.com  

 
 

〇印の参加募集はありません 

リモート開催のある行事も 

あります。その場合はハガキ等

でお知らせします。 


